
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校給食センター施設の長寿命化を図ります 
 

学校給食センターは、建設してから35年以上が経過し、建物や設備の老朽化が進んでいる

ため、教育委員会において学校給食センターの整備手法について検討を進めてきました。 

急速に進行する少子化の影響により、当市でも児童生徒数の大幅な減少が見込まれており、

どのタイミングで整備することが適切かを見極める必要があるため、当面の間、現施設での

調理を継続することとし、来年度から複数年かけて、老朽化した厨房機器等を更新して施設

の長寿命化を図ります。 

 

令和２年度は総額１億1,860万8,000円をかけて、以下の工事等を行う予定です。 

 

〇ボイラー更新工事  8,085万円 

〇食缶洗浄機の更新  1,892万円 

〇フライヤーの更新  1,298万円 

〇フライヤーフード取替工事  220万円 

〇給水ポンプ更新工事  224万9,000円 

〇洗浄棟屋根上ダクト撤去工事  69万6,000円 

〇トイレ改修工事  71万3,000円 
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